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ご 使 用 の 前 に 

 

このたびは“スポットクーラーユニット”をご購入頂きまして、誠にありがとうございます。 

 
◆ 装置の用途 

本装置は、現場での過酷な作業環境で作業されている方々に対して局所に冷風を送り、

その環境を改善することを目的として製作いたしました。 

本書はスポットクーラーユニットをご使用になられる方々のために、その構造、運転、保

守一般について記載してありますので、本書の内容をご理解の上、常によく整備された状

態で末長くご利用くださいますようお願い申し上げます。 

 
◆ 適用法規 

１．本装置は、高圧ガス保安法の適用を受けます。 

   ご使用の機種の法定トン数は、ご使用地域により以下の通りとなります。 

TSC-12S，-14S （１０馬力機） 

３．４７法定トン （届出不要） ５０Ｈｚ 

４．１８法定トン （届出不要） ６０Ｈｚ 

TSC-22S，-24S （２０馬力機） 

６．４２法定トン （届出不要） ５０Ｈｚ 

７．７５法定トン （届出不要） ６０Ｈｚ 

  
２．本装置は、フロン回収・破壊法、フロン排出抑制法の適用を受けます。 

・ 本製品はフロン排出抑制法 第 1 種特定製品です。 

・ フロン類をみだりに大気中に放出することは法律で禁じられています。 

・ この製品を整備又は廃棄する場合には、フロン類の回収が必要です。 

また機器およびフロン類の適切な管理が義務づけられます。 

・ 冷媒の種類及び数量並びに冷媒の数量の二酸化炭素換算値 

機種 
TSC-12S 

TSC-14S 

TSC-22S 

TSC-24S 

冷媒の種類 ＨＦＣ 

冷媒番号 Ｒ－４１０Ａ 

充填量(kg) 6.5 13.0 

二酸化炭素換算値(ton) 13.6 27.2 
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◆ 運転操作員の資格 

この設備に採用している冷凍機は届出不要な為、冷凍保安責任者を選任する必要は

ありません。 

ただし、設備装置の取扱い、運転操作は装置の内容を熟知した運転責任者を決め、運

転責任者の管理下で行ってください｡また運転日誌及び巡視点検記録の実施・保守管理

点検を充分に行い、安全な状態でご使用ください｡ 

 

 

取扱説明書に関するご注意 

 

◆ この取扱説明書は装置を安全に使用する上で非常に重要です。必ず使用者にお届け 

ください｡ 

◆ 「運転責任者」は、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、理解したうえ 

正しくお使いください｡ 

◆ お読みになったあとは、いつでも見られる所に大切に保管し、必要なときはいつでも 

参照できるようにしてください｡ 

◆ 取扱説明書に乱丁・落丁があったとき、および紛失・汚損したときは、販売店までご連絡 

ください｡代わりの取扱説明書をお送りします。 

◆ 装置本来の使用方法および取扱説明書に記載した方法以外の使い方をされた場合 

は、安全性を保証できません。 

◆ 取扱説明書の図面や画面表示は一部を省略したり、抽象化したりしているものがありま 

すので、現品と異なることがあります。 

◆ 取扱説明書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一不審な点や誤り、記載洩 

れなどに気付いたときは、販売店までご連絡ください。 

◆ 取扱説明書の全部または一部を無断で記載、複製することは禁止します｡ 
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１．安全上のご注意 
 

◆ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上正しくお使いください。 

◆ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってくだ  

さい。誤った取扱をした場合、死亡、重傷等の重大な結果に結びつく可能性があります。 

◆本文中に使われる“図記号”の意味は次の通りです。 

◆お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

又、お使いになる方が変わる場合は、必ず本書をお渡しください。 

 
１．１  据付上の注意事項 

（１） 可燃性ガスや火気の付近に設置しないでください。 

万一ガスが漏れてユニットの周囲に溜まると、発火の原因になることが 

あります。 

（２） 特殊な雰囲気中（温泉地や、海水、油の飛沫の多い所等）には設置しないでください。 

腐食などで、感電や火災の原因となることがあります。 

（３） 部品交換は、必ず当社指定の製品を使用してください。また、取付けは専門業者に  

依頼してください。 

ご自分で取付けをされ不備があると、水漏れや感電、火災などの原因に 

なります。 

（４） アースを確実に行ってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアー  

ス線に接続しないでください。 

アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。 

（５） 安定した電源を用意し、本機と確実に結線してください。 

電源の供給が不安定な場合は、欠相運転となり、故障や火災、感電の原因

になることがあります。 

 
１．２  使用上の注意事項 

（１） 空気の吹出口や吸込口に指や棒などを入れないでください。 

内部でファンが高速回転していますので、けがの原因になります。 

（２） 異常時(こげ臭い等)は、運転を停止して電源を切り、原因を調査してください。 

異常のまま運転を続けると故障や感電、火災などの原因になります。 

（３） 電源スイッチやブレーカー等の入り切りによるユニットの運転、停止をしないでくださ

い。 

感電や火災などの原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

絶対に行わないで

ください。  

必ず指示に従い、

行ってください。  

必ずアース線工事

を行ってください。 
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（４）濡れた手でスイッチを操作しないでください。 

感電の原因になります。 

（５）ユニットを水洗いしないでください。 

感電の原因になります。 

（６）掃除をする時は運転を停止して、電源を切ってください。 

内部でファンが高速回転していますのでけがの原因になります。 

（７）ユニットの上に乗ったり、物を載せたりしないでください。 

落下や転倒などによりけがの原因になります。 

（８）バルブ類は、取扱説明書、銘板の指示に従い、全ての状態を確認してください。 

開閉状態に誤りがあると、火災や爆発の原因になります。 

（９）電磁接触器を指で押して圧縮機などを運転しないでください。 

無理やり運転させると、感電や火災の原因になります。 

（１０）保護装置の設定は変更しないでください。 

不当に変更されると、火災などの原因になります。 

（１１）圧縮機や冷媒配管等の高温部には触れないでください。 

高温部に触れると、やけどの恐れがあります。 

（１２）運転中はユニット内に入らないでください。 

内部でファン、モーターが高速回転していますので、けがの原因になり 

ます。 

 
１．３  修理時の注意事項 

（１）修理は、当社にご相談ください。 

修理に不備があると、感電や火災の原因になります。 

（２）改造は絶対に行わないでください。 

感電や火災の原因になります。 

（３）冷媒や冷凍機油の種類を間違わないでください。 

火災や爆発の原因になります。 

（４）洗浄液等の廃棄は法の規定に従って処分してください。 

違法に廃棄しますと、法に触れるばかりでなく、環境や人体に悪影響を 

与える原因となることがあります。 

（５）保護装置を短絡して強制的な運転は行わないでください。 

火災や爆発の原因になります。 

（６）保護装置の設定は変更しないでください。 

不当に変更されると、火災などの原因になります。 

（７）空気熱交換器のアルミフィンには触れないでください。 

触れると、けがの原因になります。 
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２．装置の概要 
 

  本装置は、下記の主要機器により構成されています。これらの機器はすべて一つの 

 ケーシング内に納められていて、電源を接続するだけでご使用になれます。 

 
２．１ 主要機器 

     イ．全密閉式圧縮機 

     ロ．空冷凝縮器 

     ハ．空気冷却器 

     二．凝縮器用送風機 （凝縮ファン） 

     ホ．冷却器用送風機 （冷却ファン） 

     ヘ．アキュームレーター 

     ト．制御盤 

 
２．２ 動作概略 

       凝縮器用送風機により取り入れられた外気は、空冷式凝縮器を通り、圧縮機より

送られてきた高圧高温の冷媒ガスを凝縮させます。凝縮された液化ガスは、順次温

度式自動膨張弁を経て空気冷却器に送られます。 

      一方、冷却器用送風機により取り入れられた冷却用外気は、吸込み口のフィルタ

で濾過された後、空気冷却器に送られます。空気冷却器内部では、先に送られた液

化ガスが蒸発して低温となり、空気冷却器内の空気を冷却減湿します。   

冷却減湿された空気は、ダクトを通して吹出口より作業されている方々に送られま

す。 

 
        冷房を必要としない中間期には、圧縮機を運転することなく作業されている方々

に直接外気を送風します。 
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３．安全装置及び保護装置 
 

３．１ 冷媒系統  

      本機には、高圧圧力開閉器、低圧圧力開閉器及び電動機の過熱を防止するインタ

ーナルサーモスタットが装備され、液配管には可溶栓が装備されています。 

 
３．２ 電気系統 

     制御盤には、漏電遮断器、逆転防止器、各電動機の過電流継電器が設けられてい

ます。 

 
３．３ 空気系統 

     外気温度が１８℃以下で圧縮機を自動的に停止させるサーモスタットを設けていま

す。 

 
４．型式記号の説明 
 

ＴＳＣ－２ ２  S 

                   
シリアル No.（冷媒：Ｒ４１０Ａ） 

 S ： 冷却器用送風機＝EC プラグファン 

  
                 電   圧  ２：２００Ｖ  ４：４００Ｖ 

                 呼称馬力  １：１０馬力 ２：２０馬力 

                 スポットクーラーユニット 
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５．仕様 

５．１ 要目表 

  

名　称

型　式 ＴＳＣ－１２Ｓ ＴＳＣ－１４Ｓ ＴＳＣ－２２Ｓ ＴＳＣ－２４Ｓ

電　源 ２００／２２０Ｖ ４００／４４０Ｖ ２００／２２０Ｖ ４００／４４０Ｖ

周波数

高　　　さ

幅

奥　　　行

㎏

kW

型式　×　台数

電動機型式

電動機定格出力 kW

型式　×　台数

電動機定格出力 kW

型　　　式

風　　　量 ㎥/min

機　外　静　圧 Pa

電動機定格出力 kW ２．１ １．８ ５．４５ ５．２５

種　　　類

封　　入　　量 ㎏

種　　　類

封　　入　　量 L

定　格 A ３８．９／４０．５ １９．３／２０．３ ７６．５／８１．１ ３９．２／４０．５

始　動 A ２４８／２４８ １２３／１３０ ５５２／５２３ ２３１／２５９

消　費　電　力 定　格 kW １１．９８／１４．５４ １１．９９／１４．５４ ２３．４／２７．６ ２３．３／２７．５

２．５０／２．４７ ２．５０／２．４７ ２．５３／２．５３ ２．５４／２．５３

dB（A）

操作スイッチ

冷　媒　制　御

ケーブルフック 〇 〇 〇 〇

脚裏防振ゴム 〇 〇 〇 〇

吹出ダクトφ３００ 〇 〇 〇 〇

※１  外気 ： 32℃DB／27℃WB時

型　　式
スポットクーラーユニット

項　　目
５０／６０Ｈｚ

外　形　寸　法 ㎜

１５５０ １７００

１２５０ １６００

１５００ １９５０

製　　　品　　　重　　　量 ６５０ １０００

冷　　　房　　　能　　　力　　　※１ ３０．０／３５．９ ５９．１／６９．７

圧　縮　機

全　密　閉　型　×　１台

３相誘導電動機

７．２６ １４．９

凝　　　　　縮　　　　　器 プレートフィン式

凝縮器用送風機
 軸　 流　 式　 ×　１台

０．７５×１ ２．２×１

冷　　　　　却　　　　　器 プレートフィン式

冷却器用送風機

ECプラグファン

４２／５０ ８３／１００

１０００／８５０ １４００／１２３５

冷　　　媒
Ｒ４１０Ａ

６．５ １３．０

冷　凍　機　油
エムカレート ＲＬ３２ ３ＭＡＦ

３．２５３ ４．４３６

温度式自動膨張弁

エ　ア　ー　フ　ィ　ル　タ　ー ポリプロピレンフィルター

電　流　値

エ ネ ル ギ ー 交 換 効 率

騒　　　　　音 ６８．３ ７４．１／７５．５

塗　　　　　装　　　　　色 外面 ： マンセル７．５ＢＧ７/１．５

付　属　品

保　　　護　　　装　　　置

高圧圧力開閉器、低圧圧力開閉器、過電流継電器、配線用遮断器

漏電遮断器、逆転防止継電器、可溶栓、

ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀｰ、ｲﾝﾀｰﾅﾙｻｰﾓｽﾀｯﾄ（10HP：圧縮機内蔵～自動停止・復帰）

運　転　調　整
ロータリー式
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５．２ 外形図 ＴＳＣ－１２（１４）S 
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５．３ 外形図 ＴＳＣ－２２（２４）S 
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５．４ 配管系統図 （ＴＳＣ－１２（１４）S） 
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５．５ 配管系統図 （ＴＳＣ－２２（２４）S） 
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５．６ 制御盤操作部（ＴＳＣ－１２（１４）S，ＴＳＣ－２２（２４）S） 

 

① 停止ランプ（GL） ･･･ ユニットに電源を投入した時、ユニット停止時にランプ 
   が点灯します｡ 
② 異常ランプ（OL） ･･･ 異常時にランプが点灯します｡ 
③ 運転ランプ（RL） ･･･ 運転時にランプが点灯します｡ 
④ 運転操作スイッチ（CS１） ･･･ 運転モードの切り替えを行います。 
 ・停止 ･･･ ユニットが停止します。 
 ・送風 ･･･ 送風運転を行います。 
 ・冷却 ･･･ 冷却運転を行います。 

   
 

＜制御盤操作部＞ 

 

    ※制御盤内の風量調整ボリュームはメンテナンス用(調整済)です。 

 

 

６．据付及び運転準備 
 

６．１  据付 

    本機を使用位置まで運搬し、水平（傾き５°以内）をだしてください。尚クレーンで吊り

上げる場合は、吊り金具をご利用ください。また、フォークリフトで運搬する場合は、フォ

ークリフトガイドをご利用ください。 

据付場所は風通しの良い所に設置してください。やむをえず狭い区画に設置される

場合や周囲温度の上昇が考えられる場合は、冷媒圧力上昇の一因となりますので外

部より新鮮な空気を凝縮器近くまでリードしてください。 

① 
② ③ 

④ 
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    シーズンオフに機器を２段積みで保管される場合は、別途 固定金具（オプション 

部品）を御用意いたします。（段積みの上限は２段までとなります） 

 
６．２  ドレン配管 

    クーラードレンの配管接続口はＲｃ１／２もしくは、タケノコジョイントです。ビニールホ

ース又はゴムホースでドレン配管を行ってください。 

 

６．３  電源接続 

    制御盤内のアース端子よりアースを確実に接続してください。 

アースの接続が終りましたら、盤内のスイッチ(主電源、操作回路とも)が「ＯＦＦ」にな

っていることを確認の上、本機電源端子に電源線を確実に接続してください。 

       
  ※1 電源電圧は定格電圧の－５～＋１０％以内、相間ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ２％以内としてください。 

  ※2 電源供給系統の接続も確実であることを確認してください。 

  ※3 お客様の盤での漏電遮断器の選定は以下のようにお願いします。 

     ①スポットクーラー盤内の漏電遮断器を目安として下さい。(漏れ電流設定値は 

      余裕を見込んでいます) 実際の漏れ電流値は電源電圧の状態により異なり 

      ますので、設置環境においてご確認いただき、漏れ電流設定値を決定願います。 

     ②高調波・サージ対応形としてください。 

 
６．４  通電 

電源の接続が終りましたら、安全を確かめてから通電してください。 

スイッチは、主電源、操作回路の順で「ON」にしてください。 

この時、緑色表示灯が点灯していることを確認してください。もしも表示灯が緑色、赤

色、橙色とも消灯している場合は電源が異相で接続されていることが考えられますの

で、電源の相を変えてください。 

また、橙色表示灯が点灯している場合は、他の異常が考えられますので、原因を調

査し除去してください。 

※電源投入時に数秒間 橙色表示灯が点灯することがありますが問題ありません。 

 
６．５  吹出しダクト接続時の注意事項 

本体出口φ３００から、ワイヤー入りキャンバスダクトにて曲がりを少なくし、作業場ま

でリードしてください。先端で数本に分岐し、さらにリードする場合は全数全開のままで

ご使用ください。この場合、圧縮機吸入圧力（低圧）が０．６MPa 以下にならないように

ダクトの長さ及び本数を制限してください。 
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７．機器運転要領 

 
７．１  運転内容（全体概略） 

No

 Yes

No

　
Yes

   

No

Yes

電源投入

停止表示灯点灯

スタート

１

ＣＳ１
「停止」

冷却ファン停止

凝縮ファン停止
圧縮機停止

ＣＳ１「送風」 ＣＳ１「冷却」

漏電遮断器 ＯＮ

配線用遮断器 ＯＮ

逆相リレーＯＮ
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運転内容（送風運転） 

 

　あり

なし

　No

Yes

停止表示灯消灯

スタート

１
ＣＳ１

「送風」

冷却ファン

異常

運転表示灯点灯

冷却ファン運転

異常表示灯点灯

冷却ファン停止

CS１「停止」

運転表示灯消灯

異常原因除去

停止表示灯点灯

異常表示灯消灯
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運転内容（冷却運転） 
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７．２ 機器使用範囲 

     下記の範囲内でご使用ください。低外気では風量を１００％以上で運転してください。 

          

風量（％） 外気湿度下限＝20％RH

外気温度（℃）

30

120

110

100

90

80

70

60

50

40

20

4325 30 35 4018 20

 
                     ※外気温湿度の範囲は下図を参照願います 

※ １００％より風量を下げて御使用されると、故障・寿命低下の原因となります。 

   

0.000

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

0.007

0.008

0.009

0.010

0.011

0.012

0.013

0.014

0.015

0.016

0.017

0.018

0.019

0.020

0.021

0.022

0.023

0.024

0.025

0.026

0.027

0.028

0.029

0.030

-5 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

乾球温度　[℃]

  絶
対

湿
度

　
[k

g/
kg

（
D

A
）
]

SHF

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

5

55

25

35

30

40

45

50

15

20

10

75

85

80

90

95

100

65

70

60

空 気 線 図  （中温）

 

                 ＜使用範囲（空気線図）＞ 
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７．３ 運転操作 

 
  ＴＳＣ－１２S，１４S，２２S，２４S  の運転操作 

    
運転操作スイッチの切り換えにより、下記の運転が出来ます。 

    イ．『送風』…………冷却ファンが起動し、送風のみの運転となります。 

    ロ．『冷却』…………冷却ファン、凝縮ファン及び圧縮機が起動し、外気を冷却する 

                  運転となります。 （ ※圧縮機は一定時間経過後に起動 ） 

 

 
８．運転停止 

  
運転操作スイッチを 『停止』 にしてください。 

 日常の運転は「７．３ 運転操作」及び「８．運転停止」の繰り返しとなります。 

 

 
９．日常運転中の注意事項 
 

１） 本機の空気吸入口の近くには空気を遮断するような物を置かないでください。 

２） シーズン開始時など長期間停止後の絶縁抵抗は、３ＭΩ以上であることを確認してく

ださい。 

３） 停電、その他の異常で橙色表示灯が点灯して停止した後再起動させる場合は、運転

操作スイッチを一旦 『停止』 の位置に戻し、異常原因の除去を行い橙色表示灯が消

灯することを確認後、 １０分以上(※)経ってから運転を再開してください。又、発停頻

度は１時間に５回以内としてください。尚、低圧低下で圧縮機が停止した場合は２０分

後に圧縮機が再起動します。 

  ※TSC-１２(１４)S …… 圧縮機の再起動防止タイマは２０分です。外気温度が高い 

(28℃以上)ときのみ再起動防止タイマを１０分に変更しても問題ありません。外気温 

度が低い(28℃未満)ときは故障防止のため２０分に戻してください。 

４） 性能は冷却風量と外気温により変化します。冷却風量が減少しますと、熱交換量が

不足し、圧縮機吸入圧力が低下し、圧縮機が停止します。 

従ってＬＰゲージが０．６ＭＰａ以下にならないよう吹出しダクトを調整してください。 

     (故障の原因となります) 

  ５） ドレンホースを接続する場合、ホースが鳥居形状(エア溜り)とならないようご注意 

   願います。 
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１０．各部の調整 

 
１）気温による圧縮機、送風制御 

  サーモスタットにより外気温度が１８℃になると圧縮機は停止し、冷却ファン運転になりま

す。 

また外気温度が２０℃まで上昇すると圧縮機は運転に入ります。 

 
２）高圧圧力開閉器   （通常運転時の高圧圧力目安 ２．０～３．６ＭＰａ） 

   圧縮機（63H） 

       ４．０５ ±０．１ ＭＰａ   cut out 

       ３．２０ ±０．１ ＭＰａ   cut in 
 

３）低圧圧力開閉器   （通常運転時の低圧圧力目安 ０．６～１．０ＭＰａ） 
圧縮機（63L） 

    ０．３０ ±０．０５ MＰａ  cut out 

    ０．４０ ±０．０５ MＰａ  cut in 

 

 

 

 
１１．シーズンオフ時の注意事項 

 
  長期間本機を使用しない場合、またシーズンオフで使用を休止される場合は、次の  

事項を必ずお守りください。 

 イ．圧縮機を停止してから、運転操作スイッチを 『送風』 にして約半日位運転して、             

冷却器室を乾燥してください。 

     ロ．冷却器室を乾燥後、運転操作スイッチを 『停止』 にしてから、全てのスイッチを

「ＯＦＦ」 にしてください。 

 

 
１２．シーズンイン時の注意事項 

 

アース、電源端子に緩みのないことを確認してください。 

運転期間中は圧縮機内での冷媒の寝込みを防ぐため、クランクケースヒータへの通電

が必要です。 スポットクーラー運転開始１２時間前に電源を入れてください。 
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１３．保守  
 

１３．１ エアーフィルタの洗浄 

         エアーフィルタにほこり等が多量につきますと空気の流れが悪くなり、冷房能力

が低下しますので、１週間に１回を目安にして洗浄してください。 

（イ）．エアーフィルタの取外し 

    冷却用外気吸込み口のガード部に付いているフィルタを取出してください。    

フィルタの取出しは工具不要で、上方に引き出します。 

（ロ）．洗浄方法 

    フィルタを軽く叩くとほこりは落ちますが、汚れのひどい場合はホース等で水をか

けて洗浄し、乾燥させてから取付けてください。 

 
１３．２  電源端子の増し締め 

      電源端子は日々の使用や、本機の移動により、緩んでしまいます。 

     ６ヶ月に１度、もしくは、移動後、使用開始時に電源端子の増し締めをしてください。 

 
１３．３  冷却器用送風機 故障時の交換 

      吹出面の骨格を取り外すことで、送風機の交換が可能です。 

      (２０馬力は骨格を外さずに制御盤背面スペースからの取り出しも可能です) 
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１４．不具合の原因とその対策 

 
不  具  合 

 

表 示 灯  

原     因 

 

 

処   置 

 緑 橙 赤 

ファンも圧縮機も運転し

ない 

● ● ● 電源配線の誤配線 電源配線のチェック 

〇 ● ● 運転操作スイッチの故障 スイッチ交換 

● 〇 ● 

保護装置の作動 

① 冷却ファン異常出力 

② 凝縮ファン用電磁開閉器 

作動原因の除去 

冷却ファンは運転する

が、凝縮ファン、圧縮機

は運転しない 

● 〇 ● 

保護装置の作動  

① インターナルサーモスタット 

② 圧縮機用電磁開閉器 

③ 高圧圧力スイッチ 

作動原因の除去 

冷却ファン、圧縮機は運

転しているが冷えない 
● ● 〇 

冷媒量不足 冷媒漏れの確認、補修 

エアーフィルタの目詰まり エアーフィルタの清掃 

緑 ： 停止表示灯  橙 ： 異常表示   赤 ： 運転表示灯                

〇 点灯   ● 消灯 
 

※停止中に異常表示がある場合も以下のように御確認願います。 

  原因は凝縮ファン用電磁開閉器，圧縮機用電磁開閉器，高圧圧力開閉器らの保護装置

の作動時に本機を停止させている場合によるものです。（処置＝各原因の除去） 

 

※電源投入時に異常ランプ（橙）が数秒間点灯しますが、問題ありません。 

 

※インターナルサーモスタットによる異常停止機能は TSC-２２，２４S のみ搭載しています。 

  （自動停止＆自動復帰の保護機能もあります ・・・ TSC-１２，１４，２２，２４S 全機種） 

 

※橙色表示灯が消灯していて運転しない場合もあります。 

  （外気温サーモスタットによる停止） 

 

※真夏(周囲外気温度が高いとき)の高圧異常時の対策例 

  ＜装置の内容を熟知した運転責任者にて実施願います＞ 

①膨張弁調整ネジを反時計方向に (運転状態を見ながら) 数回転まわす。 

    但し使用後は元に戻すこと・・・中間期などに故障の原因となります。 

②冷却器側の風量を (運転状態を見ながら) ダンパー等を調整する。 

 但し使用後は元に戻すこと・・・中間期などに故障の原因となります。 
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１５．主要部品仕様 

 
１） 共通部品 

名     称 仕     様 記号 数量 部品番号(参考) 

逆 転 防 止 リ レ ー 
富士電機 

QE-20(40)N 

200V 
４７ １ 

 

400V  

クランクケースヒーター ２４０Ｖ×９３Ｗ ＣＨ １  

ス ト レ ー ナ φ１５．８８ － 1 A16-62789 

可 溶 栓 Ｒ１／４ ，７２℃ － 1 SSA327A008 

高 圧 連 成 計 φ６０×５．０ＭＰa － 1 A16-61126 

低 圧 連 成 計 φ６０×２．５ＭＰa － 1 A16-61127 

高 圧 ス イ ッ チ 高圧遮断用，４．０５ＭＰａ 63Ｈ 1 A16-61128 

低 圧 ス イ ッ チ ０．３０ＭＰａ 63Ｌ １ A16-61420 

温 度 ス イ ッ チ 
外気温検知 

１８℃ ＯＦＦ，２０℃ＯＮ 
２３Ｔ １ A16-43620 

外 板 ビ ス パネル取付用 － －  

運 転 表 示 灯 赤色 ＲＬ １  

停 止 表 示 灯 緑色 ＧＬ １  

異 常 表 示 灯 橙色 ＯＬ １  

ボ リ ュ ー ム  VR 1 ※設定変更不可 

運 転 操 作 ス イ ッ チ ３ノッチ CS1 1  

回 路 用 変 圧 器 

※400V 仕様のみ 
４００Ｖ／２００Ｖ，３００ＶＡ ＴＲ １  

） 

 

 

 

 

 

 



  

- 25 -  

２） ＴＳＣ－１２S，ＴＳＣ－１４S 用部品 

名     称 仕     様 記号 数量 部品番号(参考) 

圧 縮 機 ７．２６ｋW 
200V 

CM 1 
 

400V  

凝 縮 器 用 送 風 機 ０．７５ｋW 
200V 

FM2 1 
 

400V  

電 磁 開 閉 器 
設定３９A 200V 51C 

52C 
1 

 

設定１９A 400V  

電 磁 開 閉 器 
設定４A 200V 51F2 

52F2 
1 

 

設定２．２A 400V  

ア キ ュ ー ム レ ー タ ー R４１０A 用 - 1  

液 操 作 弁 φ１５．８８ - 1  

膨 張 弁 R410A 用 - 1  

冷 却 器 用 送 風 機 
２．１ｋW 200V 

FM1 １ 
EC プラグファン 

１．８ｋW 400V EC プラグファン 

配 線 用 遮 断 器 ３０ＡＦ／５ＡＴ ＭＣＣＢ １  

漏 電 遮 断 器 

１２５ＡF／１００ＡＴ 

１００ｍＡ 
200V 

ＥＬＢ １ 

 

６０ＡＦ／５０ＡＴ 

３０ｍＡ 
400V  

電 源 端 子 台 AYBN  富士電機 
200V 

ＴＢ１ １ 
 

400V  

制 御 端 子 台 PTU  東洋技研 ＴＢ２ １  

フ ィ ル タ ー ポリプロピレン － 2 A16-61456 
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３） ＴＳＣ－２２S，ＴＳＣ－２４S 用部品 

名     称 仕     様 記号 数量 部品番号(参考) 

圧 縮 機 １４．９ｋW 
200V 

CM 1 
 

400V  

凝 縮 器 用 送 風 機 ２．２ｋW 
200V 

FM2 1 
 

400V  

電 磁 開 閉 器 
設定７１A 200V 51C 

52C 
1 

 

設定３６A 400V  

電 磁 開 閉 器 
設定１１A 200V 51F2 

52F2 
1 

 

設定５．５A 400V  

ア キ ュ ー ム レ ー タ ー R４１０A 用  - 1  

液 操 作 弁 φ２２．２２  - 1  

膨 張 弁 R４１０A 用  - 1  

漏 電 遮 断 器 

２５０ＡF／１５０ＡＴ 

２００ｍＡ 
200V 

ＥＬＢ １ 

 

 

１００ＡＦ／７５ＡＴ 

１００ｍＡ 
400V 

 

 

冷 却 器 用 送 風 機 
５．４５ｋＷ 200V 

ＦＭ1 １ 
EC プラグファン 

５．２５ｋW 400V EC プラグファン 

配 線 用 遮 断 器 ３０ＡＦ／５ＡＴ ＭＣＣＢ １         

プログラマブルコントローラ － ＰLＣ １  

電 源 端 子 台 AYBN  富士電機 
200V 

ＴＢ１ １ 
 

400V  

制 御 端 子 台 PTU  東洋技研 ＴＢ２ １  

フ ィ ル タ ー ポリプロピレン － 2 A16-61110 

 

 

 

 

 

 



  

- 27 -  

１６．保証条件 
    

  本装置の保証条件は、下記の通りとさせていただきます｡ 

 
・ 当社に責任のある本装置の故障および損傷については、装置引渡し後１年間の保証期

間中は、無償修理いたします。但し、保証期間中でも次の場合は有償修理とさせていた

だきます。 

 
① お客さまの取扱い不適当による故障または損傷 

② 火災・地震・雷・風水害・塩害･ガス害・異常電圧など不可抗力による故障または損傷 

③ 装置に不適当な改造、修理を加えた場合の故障または損傷 

④ 故障または損傷の原因が他の機器による二次故障または損傷の場合 

⑤ 部品の消耗 

⑥ 引渡し後の移動、設置、落下、輸送による故障または損傷 

⑦ 過度、過酷、特殊な使用による故障または損傷 

⑧ 装置が他の要因により作動しない場合 

⑨ 正常に動作をしているにもかかわらず、改造、修理を要求された場合 

 
・ 保証期間後は、有償修理とさせていただきます。 

・ 本装置の故障が原因によるお客さまの生産停止および製品の損傷、ユーティリティーの

消耗、生産停止中の損失補償、その他一切の補償はいたしません。従いまして、二次災

害につきましては、事前に損害保険を掛けるなどの対処をとられるよう、お勧めいたしま

す｡ 
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スポットクーラー チェックシート（参考）             （付表） 

機番 

点検日      年     月     日   点検者氏名 

 
 

点  検  内  容 方 法 及 び 規 格 結    果 

整    

    

 

 

 

 

備 

制 

御

盤 

電気絶縁 ５００メガで３ＭΩ Ω 

アースはとってあるか 電線チェック ある     ない 

電気端子の増締め ドライバーにて増締め 良    増締めした 

電装品各接点の点検 目視  良    修理完 

入口フィルタ清掃 汚れ具合を目視 した    しない 

凝縮ファンの清掃 汚れ具合を目視 した    しない 

フレキダクト接続具合 外れない様に止めてあるか 良     不良 

運

転

前 

逆 相 電源を入れ逆相リレーチェック 良  不良（相交換） 

電源投入 １２時間前に通電 した    しない 

運 

  

 

      

転 

 

 

  

時 

異

常

音 

冷却ファン 

過大な振動はないか 

良     不良 

凝縮ファン 良     不良 

圧縮機 良     不良 

圧

力

計 

高圧 ２．０～３．６ＭＰa          ＭＰa 

低圧 ０．６～１．０ＭＰa          ＭＰa 

  

電

気

特

性 

ユニット電圧 定格電圧-５～+１０％          Ｖ 

電

流 

ユニット           Ａ 

冷却ファン           Ａ 

凝縮ファン           Ａ 

圧縮機           Ａ 
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スポットクーラーユニット 
 

ＴＳＣ－１２S，ＴＳＣ－１４S 

ＴＳＣ－２２S，ＴＳＣ－２４S 

 

 

 

 

 

 

三菱重工冷熱株式会社 
 

 

【営業品目】 
■冷熱プラントエンジニアリング（設計・施工） ■空調機器を中心とする各種機器類の製造・販売 ■冷熱関連保守・改修サービス 

低温流通関連凍結･冷蔵･製氷装置 

化 学 工 業 用 冷 却 装 置 

食 品 工 業 用 冷 却 装 置 

ク リ ー ン ル ー ム 

除 湿 装 置 

産業用空気調和装置 

環 境 試 験 装 置 

ｱ ｲ ｽ ｽ ｹ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｸ 装置 

脱 臭 ・ 脱 煙 装 置 

省エネルギー関連装置 

建 築 ・ 防 熱 工 事 

冷凍・冷却用機器製作 

ユニット形空調機・コンパクト形空調機・全熱交換器 

自動巻取形エアフィルターの製造・販売 

三菱重工・三菱重工冷熱各種製品の販売 

冷熱プラント・空気調和機器の保守全般、改修･取替、部品販売 

三菱重工･三菱重工冷熱製冷熱機器保守全般、改修、取替ならび

に付帯工事 

 
本 社 

大 和 本 社 

関 西 支 社 

北海道支店 

 

東 北 支 店 

 

中 部 支 店 

九 州 支 店 

広島営業所 

盛岡営業所 

筑波営業所 

宇都宮営業所 

 

〒140-8635 

〒242-0001 

〒532-0034 

〒003-0011 

 

〒983-0036 

 

〒452-0822 

〒812-0042 

〒731-0122 

〒020-0834 

〒300-0843 

〒321-0117 

 

東京都品川区東品川 4-11 -34 

神奈川県大和市下鶴間 1 6 3 4 

大阪市淀川区野中北 1 - 5 - 2 1 

札幌市白石区中央 1 条 

7-10-31 信和ビル 2F 

仙台市宮城野区苦竹 

2-7-20 三菱重工仙台ビル 

名古屋市西区中小田井 4 -175 

福 岡 市 博 多 区 豊 1 - 1 - 1 2 

広島市安佐南区中筋 3 - 8 - 6 

盛岡市永井 20地割字北畑 5－125 

土浦市中村南 6 丁目 5 - 3 5 

宇 都 宮 市 城 南 1 - 4 - 1 6 

 

℡(03)3474-2111(代表) 

℡(046)274-1341(代表) 

℡(06)6391-1115(代表) 

 

℡(011)846-1271(代表) 

 

℡(022)783-9366(代表) 

℡(052)505-0351(代表) 

℡(092)482-0008 (代表) 

℡(082)879-9111 (代表) 

℡(019)637-9007(代表) 

℡(029)842-8423(代表) 

℡(028)655-2381(代表) 

 

北関東営業所 

千葉営業所 

城北営業所 

 

西東京営業所 

神奈川営業所 

京都営業所 

神戸営業所 

 

金沢営業所 

米子営業所 

四国営業所 

工 場 

 

〒360-0816 

〒260-0842 

〒111-0033 

 

〒192-0363 

〒242-0001 

〒601-8141 

〒652-0892 

 

〒921-8061 

〒683-0853 

〒761-8032 

〒242-0001 

 

埼 玉 県 熊 谷 市 石 原 7 1 1 - 2 

千 葉 市 中 央 区 南町 2 - 2 4 - 4 

東京都台東区花川戸 2-10-8 

花川戸竹田ﾋﾞﾙ 2F 

京都八王子市別所 1 - 1 4 - 2 0 

神奈川県大和市下鶴間 1 6 3 4 

京都市南区上鳥羽卯の花 6 8 

神戸市兵庫区東柳原町 

2 番 11 号 菱和ビル 3F 

金 沢 市 森 戸 2 - 1 9 1 

米子市両三柳 323-1 大共ビル 

高松市鶴市町 588-1 ワークビル 

神奈川県大和市下鶴間 1 6 3 4 

 

℡(048)599-3105(代表) 

℡(043)208-2551(代表) 

 

℡(03)5827-2515(代表) 

℡(042)675-1821(代表) 

℡(046)272-3048(代表) 

℡(075)681-0264(代表) 

 

℡(078)241-7360(代表) 

℡(076)240-2400(代表) 

℡(0859)24-0770(代表) 

℡(087)882-0777(代表) 

℡(046)274-1341(代表) 

2020.12 


